社会福祉学部の皆さんへ
“コロナの感染から身を守るために”
学生行動調査　記入及びデータ送信のお願い
青森県内では新型コロナウイルスの感染が拡大し、全国で非常事態宣言が出されています。3・4年生は実習予定であり、同時に就職試験で首都圏に受験のために移動しなければならない状況を抱える状況に置かれています。また、実習する福祉施設・医療機関から、学生の実習前の行動（移動）の状況について報告が求められています。実習を依頼している大学として、社会福祉学部の学生全員の行動（移動）の状況について把握したいと考えています。
　これからの実習をどのように進めていくか、福祉施設・医療機関および大学で検討していきます。実習をするうえで、学生も福祉施設も医療機関も不利益を被らないように、以下についてお知らせください。2月から5月6日までの行動について入力してください。
ＨＰで書かれている注意点を参考に入力し、指定された期間の間に、このＷＯＲＤデータのまま、社会福祉教育研究所のアドレスkenkyuusyo@hirogaku-u.ac.jpまで件名、学籍番号、氏名を明記の上送信して下さい。
メールアドレス　　　　　　　　　　　学籍番号　　　　　　　　　　　氏名　　　　　　　　　　
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※公衆衛生上の危機的な状況にある中で、講義・演習・実習・就職試験をできるだけ不安を少なくしてすすめるために必要です。本情報は、個人のプライバシーを守り、保管管理いたします。
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